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投
資
家
・
市
民
が
企
業
動
か
す

（�

オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森　

摂
、
副
編
集
長
・
吉
田 

広
子
、
山
口 

勉
、
オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
・
池
田 

真
隆
、

	

オ
ル
タ
ナ
編
集
部
・
長
濱 

慎
）

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
メ
ガ
ト

レ
ン
ド
を
把
握
す
る
た
め
に
、「
な

ぜ
い
ま
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
な
の

か
」「
な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
の
か
」を

改
め
て
振
り
返
り
た
い
。

故
ア
ナ
ン
氏
の�

�

「
４
つ
の
贈
り
物
」

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト（
持
続
可
能
な
開
発
）」

と
い
う
言
葉
を
初
め
て
公
式
に
取

り
上
げ
た
の
は
１
９
８
７
年
４
月
、

国
連
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
が

東
京
で
発
表
し
た
報
告
書「
私
た

ち
共
通
の
未
来
」だ
っ
た
。

そ
の
後
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

を
巡
る
動
き
の
ほ
と
ん
ど
は
、

２
０
１
８
年
に
亡
く
な
っ
た
コ

フ
ィ
・
ア
ナ
ン
第
７
代
国
連
事
務

総
長
に
遡

さ
か
の
ぼれ

る（
左
上
図
参
照
）。

ア
ナ
ン
氏
は
１
９
９
９
年
１
月
の

ダ
ボ
ス
会
議
で
、
並
み
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
営
者
た
ち
に

次
の
よ
う
に
呼
び
掛
け
た
。

「
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、

皆
さ
ん
の
企
業
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
っ
て
、
世
界
の
社
会
課
題
解

決
に
取
り
組
み
、
支
援
し
、
そ
れ

を
皆
さ
ん
の
コ
ア
・
バ
リ
ュ
ー
に

す
る
こ
と
で
す
」

１
９
８
０
年
代
か
ら
急
速
に
進

ん
だ
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、

そ
の
多
く
を
開
発
途
上
国
の
産
品

に
依
存
す
る
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
、
カ

カ
オ
豆
、
バ
ナ
ナ
、
紅
茶
、
天
然

ゴ
ム
、
パ
ー
ム
油
、
綿
花
、
紛
争

鉱
物
。
途
上
国
で
は
、
児
童
労
働

や
強
制
労
働
問
題
が
今
も
深
刻
だ
。

ダ
ボ
ス
会
議
で
の
ア
ナ
ン
氏
の

呼
び
掛
け
を
契
機
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
ミ
レ
ニ
ア
ル
開
発
目
標
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
前
身
）と
、
そ
の
実
践
組

織
で
あ
る
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ン
パ
ク
ト（
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
）が
２
０
０
０

年
に
生
ま
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ン
パ
ク
ト
は
２
０
２
１
年
11
月
末

現
在
、
世
界
各
国
か
ら
企
業
や
大

学
、
非
営
利
組
織
な
ど
１
万
９
千

団
体
以
上
が
加
盟
し
た
。

気
候
変
動
問
題
は
、
２
０
２
１

年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

し
た
真
鍋
叔
郎
博
士
が
指
摘
し
て

い
た
通
り
、
１
９
６
０
年
代
か
ら

研
究
者
の
間
で
問
題
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
１
９
９
２
年
に

開
い
た「
国
連
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」

で
気
候
変
動
枠
組
条
約
と
生
物
多

様
性
条
約
を
採
択
し
た
。２
０
２
１

年
10
─
11
月
に
英
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で

開
い
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
や
、
21
年
と
22

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
」が
大
変
動
期
に
入
っ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
Ｅ（
環
境
）で
は
、「
２
０
３
０

年
に
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
」の
政
府
目
標
が
産
業
界
を
突
き
動
か
す
。
Ｓ（
人
権
）の
領

域
で
は
、
企
業
の「
人
権
リ
ス
ク
」が
至
る
所
で
噴
出
し
始
め
た
。
Ｇ（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）改
革
は

待
っ
た
な
し
だ
。
２
０
２
２
年
に
何
が
起
き
る
か
、
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
を
追
っ
た
。

年
に
中
国
・
昆
明
で
開
く
生
物
多

様
性
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
の
名
称
に
あ

る「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
」（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・

オ
ブ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ
）と
は
、
条

約
の
締
約
国
会
議
と
い
う
意
味
だ
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
概
念
は�

�

Ｐ
Ｒ
Ｉ
が
生
ん
だ

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」と
い
う
言
葉
や
概
念

を
生
み
出
し
た
の
は
、
ア
ナ
ン
氏

が
提
唱
し
た
国
連
責
任
投
資
原
則

（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）だ
。
Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
２
０
０
６

年
に
退
任
し
た
ア
ナ
ン
氏
に
と
っ

て
最
後
の
仕
事
だ
っ
た
。
日
本
で

は
２
０
１
５
年
９
月
28
日
、
Ｇ
Ｐ

Ｉ
Ｆ（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独

立
行
政
法
人
）が
Ｐ
Ｒ
Ｉ
に
署
名

し
た
こ
と
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
か
ら
年

金
運
用
の
委
託
を
受
け
る
銀
行
や

証
券
会
社
に
一
気
に
広
が
っ
た
。

そ
の
前
年
の
２
０
１
４
年
に
は

投
資
家
の
基
本
原
則
で
あ
る「
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
」

が
、２
０
１
５
年
６
月
に
は「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」

が
日
本
で
も
生
ま
れ
た
。

ア
ナ
ン
氏
を
中
心
に
し
た
国
連

の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
Ｗ

Ｗ
Ｆ（
世
界
自
然
保
護
基
金
）や

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な
ど
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
彼
ら
彼
女
ら
は
Ｃ

Ｏ
Ｐ
や
サ
ミ
ッ
ト（
先
進
国
首
脳

会
議
）に
正
式
な
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
、
影
響
力
を
行
使

す
る
。
有
名
な「
パ
リ
協
定
」も
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
で
は
成

立
し
な
か
っ
た
。

す
べ
て
の
企
業
は
株
主
・
投
資

家
と
、消
費
者
・
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

の
意
向
で
動
く
。
そ
の
投
資
家
は

Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
元
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
推
進
し
、

企
業
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取

り
組
み
を
迫
る
。

そ
の
投
資
家
を
動
か
し
て
い
る

の
は
、
実
は
一
般
市
民
だ
。
レ
オ

ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
ワ
ー
ク
ス
の
藤

野
英
人
会
長
兼
社
長（
42
ペ
ー
ジ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
参
照
）は

「
投
資
先
の
企
業
の
先
に
は
消
費

者
、
つ
ま
り
市
民
・
国
民
が
い
る
。

市
民
の
意
向
を
無
視
し
て
投
資
は

で
き
な
い
」と
言
い
切
る
。

サステナビリティ
     メガトレンド2022
1パーパス経営、源流は日本にも
2統合報告、一貫性へ大同団結
3「炭素税／排出量」は五里霧中
4SDGsで「やる気」高まる
5「脱プラ」新法、本丸はリサイクル
6「生物多様性」、再び脚光の年
7ビジネスと人権、舞台は国内へ
8「動物福祉」が企業リスクに

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権�

�

ラ
ギ
ー
氏
と
組
む

ア
ナ
ン
氏
の
４
つ
目
の
贈
り
物

は「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
指
導
原
則
」

だ
。
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
と
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

２
０
０
０
年
に
一
緒
に
作
っ
た
盟

友
ジ
ョ
ン
・
ラ
ギ
ー
氏
を
、

２
０
０
５
年
に
国
連
に
呼
び
戻
し

て「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」の
検
討

を
始
め
さ
せ
た
の
も
ア
ナ
ン
氏
だ
。

「
ラ
ギ
ー
氏
の
著
作『
正
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
』に
は
、
ラ
ギ
ー
氏
を
懸

命
に
国
連
に
呼
び
戻
そ
う
と
す
る

ア
ナ
ン
氏
の
様
子
が
書
い
て
あ
り

ま
す
」（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

の
有
馬
利
男
代
表
理
事
）

◆

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ

て
、
日
本
を
含
む
先
進
国
で
の
格

差
問
題
も
顕
著
に
な
っ
た
。
日
本

の「
移
民
本
格
化
」も
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
人
権
問
題
を
喫
緊
の

課
題
に
す
る（
33
ペ
ー
ジ
参
照
）。

日
本
企
業
は
、
規
模
や
業
種
を
問

わ
ず
、
経
営
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
統
合
が
不
可
欠
だ
。

コフィ・アナン元国連事務総長

ＳＤＧｓ［2015年9月採択］

国連
責任投資原則
［2006年採択］

ＭＤＧｓ ［2000年9月採択］

投資家

企業

Ｅ
Ｓ
Ｇ

パリ協定［2015年12月］
2050年までに脱炭素

経済のグローバリゼーション

［在任1997～2006］
４つの贈り物
①国連グローバルコンパクト
②ＭＤＧｓ＞ＳＤＧｓ
③国連責任投資原則
④ビジネスと人権指導原則
グローバル経済の
負の側面に危機感

③

②

①国連グローバルコンパクト
［1999年の世界経済フォーラムで提唱］

②

日
本
の
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
も
署
名
［２
０
１
５
年
］

信頼と共感 市民 国際社会

④

サステナビリティ この20年の流れ

［作成］オルタナ編集長・森　摂
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